
国立大学法人山形大学 女性活躍推進法に基づく行動計画 

 
女性が研究者及び管理職として活躍でき、男女ともに有給休暇を取得しやすい職場環境

の整備を行うため、次の行動計画を策定する。 

 

１．計画期間 ２０２６年４月１日 ～ ２０３０年３月３１日（４年間） 

 

２．本学の課題 

（１）着実に増加しているものの、女性教員が少ない。 

（２）管理職に占める女性割合が低い。 

（３）４７％の職員が，年休取得日数１０日未満である。 

 
３．目標と取組内容・実施時期 

 

●２０２６年度～ 教員同士の交流機会を提供しネットワーク形成を推進する方策 

を実施する。 

●２０２６年度～ 各キャンパスの状況に沿ったワーク・ライフ・バランスを推進する 

取組として、執行部と研究者との懇談会との開催を推奨する。 

●２０２６年度～ 教員のワーク・ライフ・バランスを支える各種支援制度を周知し、アン

ケート結果を踏まえて職場環境を改善する。 

●２０２２年度～ 女性大学院生・女子中高生を対象にさらに次世代育成に努める。 

 

 

●２０２６年度～ 「経営人材育成方針」に即し、女性を含めた将来の経営を担う人材を 

戦略的かつ計画的に育成する。 

●２０２６年度～ 性別にかかわらず個性と能力を発揮できる大学を目指し、大学経営に 

おける女性参画の拡大をより一層推し進める。 

 

 

 ●２０２６年度～ 計画年休の拡充を行う。 

 ●２０２６年度～ ＤＸの推進等による業務効率化等を行い，年休を取得しやすい職場環境

を整備する。 

 

 

目標１：教員に占める女性割合を２２％以上とする。 

 

目標２：管理職（課長級以上）に占める女性割合を２０％以上とする。 

 

目標３：年休取得日数を１０日以上とする。 


